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ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学び

を実現している。 

児童生徒の現状 

・全国学力・学習状況調査等をはじめと
した学力調査を踏まえ、基礎的・基本

的な内容の定着に重点を置く必要があ
る。 

・キャリア教育の実践を通じ、校区で育

てたい資質・能力を意識しながら様々
な活動に取り組むことができており、
４月当初から 12 月末で、肯定的評価

をする児童生徒が増えている。 

 

育成する力 

資質・能力 
チャレンジ＆チェンジする力、自己理解力、自己表現力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・自分の目標達成に向けた計画を立て、取り組む児童生徒。そして、その取組を定期的に振り返

り、改善策を考える児童生徒。 

・自分の将来の夢や目標を持つ児童生徒。 

・自分の思いや考えを相手に分かりやすく説明する児童生徒。 

中学校区として 
統一した取組等 

・地元事業者や地域の方と育成したい資質・能力を共有しながら、出前授業、探究学習、職場体

験学習、面接など、様々に取り組んでいく。 

 

現 状 

＜児童＞ 

・授業や行事を通して、ふり返りを様々な方法で行い、書いたり発表したりして、自分

の思いや考えを表現できる児童が少しずつ増えている。 

・縦割り班活動や他学年、地域の方々と交流する場が多くあり、「自分の良さが認められ

ている」と感じている児童は 93.4％である。 

・全国学力・学習状況調査から、学びに向かう姿勢や学習習慣は少しずつ定着しつつあ

る。しかし、国語「書く」算数「図形」の領域においての理解が特に低かった。また、

基礎的・基本的な内容も個々の理解度に差が見られる。（正答率 40％未満の児童

14.7％） 

＜授業＞ 

・地域の方々が組織的に学校に関わってくださり、総合的な学習の時間を中心として、

地域、福祉、環境、伝統をテーマにした体験学習に取り組んでいる。 

・基礎的・基本的な内容を定着させた知識や技能を使って、課題解決に向けた考えを自

分の言葉で伝え合うことのできる授業改善に取り組んでいるが十分ではない。 

 

育成する力 

資質・能力 

チャレンジ＆ 

チェンジする力 
自己理解力 自己表現力 

めざす 

子ども像 

低

学

年 

自分のやりたいことに挑戦
する。 

自分の良さに気付く。 
自分の思いを相手に伝えるこ
とができる。 

中

学

年 

困難なことにも挑戦し、最後
までやりきる。 

自分の得意な事や夢中になれ
る事を見つける。 

自分の思いや考えをまとめて
表現することができる。 

高

学

年 

活動をふり返り、改善策を考
える。 

自分の将来の夢や目標を持つ。 
自分の思いや考えを多様な表
現方法を用いて説明できる。 

   

研究 

テーマ 
自分の言葉で思いや考えを表現できる授業づくり 

－ 児童が主体的に学び続ける単元・問いの工夫 － 

内容等 
・児童が学び続ける単元を貫く問いの工夫や単元構想 

・課題解決に向けた自分の考えを伝え合う学び方 

めざす授業の姿 

・自ら課題を見つけ、友だちと対話し協働して学ぶことがおもしろいと感じる授業 

・児童が自らの選択や決定を通して、主体的に学び表現している授業 

・課題について「なんでだろう・やってみたい」「なるほど・もっとやってみたい」と思う授業 

 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・「オール新市」を掲げる中で、地域の良さ
の発信やボランティアの取組など、もっと
地域を好きになる取組を進めてほしい。 

・ＨＰなどで出前授業の取組（キャリア教育
の取組）は興味深く、今後も継続して児童
生徒にたくさん学んでいただきたい。 

・学校に登校できない子供たちにも目を向
け、そこへの取組をもっと発信した方がよ
い。（知らない人が多い） 

 

ミッション 

学校がコミュニティーの役割を担い、地域の伝統・文化、地元企業や人材、豊かな自

然を取り込みながら地域とともに児童を育む学校づくりを推進する。 

 
学校教育目標 

自ら学び 心豊かに たくましく生きる子どもの育成 

 

新市中央中学校区 校番 ６６ 福山市立常金丸小学校 

最終更新日 ２０２６年（令和８年）２月１日 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

 

年 
目 中期経営目標 

重 
点 

分 
類 短期経営目標 

目標達成に 
向けた取組 評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 改善方策 

２ 

子どもが学
びに向かう
力、学び続け
る力を育成
する。 

★ 

見

直

し 

目標達成に向け
て、自分なりの
方法で取組み、
改善策を考え行
動する児童を育
成する。 
<チャレンジ&チェン

ジする力〉 

・自らの目標に向
け自己選択・決定
の場を通じて学
びを深める授業
に取り組む。 

・個々の理解度に
応じた支援を授
業で行い習得さ
せていく。 

・毎週水曜日を校
区メディアコン
トロールDayと
して生活習慣を
確立する。 

・「学ぶことが面白い」
と感じる児童を 90％
以上にする。 

(R6 93.6%) 

・国語・算数の単元テス
ト、学力テストにおいて
40 ％未満の児童を
15％以下にする。 

・１日当たりのゲームが
３時間以上の児童を
0％、体力テスト県平均
の項目昨年度以上にす
る。        (R6 82%) 

・「学ぶことが面白い」と感じてい
る児童は、83.4％であった。 
・単元テストにおいては、40％未
満の児童は、国語・算数ともに０％
であった。しかし、学力テストに
おいては、国語７％、算数21％で
あった。 
・ゲーム３時間以上/日の児童は
26.8％、体力テスト県平均の項目
は60％であった。 
□課題解決に向けて自己選択・決
定、個々の理解度を大切にした支
援を行ってきた。メディアコント
ロールＤａｙに合わせて興味のあ
る課題や体力づくりを設定した。 

３ ３ 

・授業の中で、自己選択や
自己決定の場を設定する
場を設け、受け身ではな
く、児童主体の学びとなる
ようにする。 
・授業づくりポートフォリ
オをもとに、各クラスのタ
ーゲット児童を中心とし
た支援を行っていく。 
・メディアコントロール
Day を学校運絵協議会と
連携し、下校後の過ごし方
を地域と取り組んでいく。 

・「学ぶことが面白い」と感じてい
る児童は、90.3％であった。 
・単元テスト４０％未満の児童は国
語０％、算数2.5％であった。 
・ゲーム３時間以上/日の児童は、  
12.2％、体力テスト県平均の項目
は67％であった。 
□児童が学習の様々な場面で自己
目標を決め、目標達成に向けての取
り組みを進めた。担任が児童一人一
人の理解度を把握し、授業の中で個
に応じた支援を行うようにした。 
◎児童が自分の目標を設定し、目標
達成するための方法を考え、取り組
む力をつけることができた。自己の
課題に向き合う態度を身に付ける
ことができた。 

３ ３ ３ 

・授業の中で、児童
が活躍できる場（自
分の思いを伝えら
れる場、班やグルー
プで協働できる場
など）を取り入れ、
児童が主体的に活
動できるようにし
ていく。 
・基本的な知識・技
能は、スキルの時間
を活用して復習を
取り入れていく。 

 
継

続 

自分の良さを知
り、伸ばそうと
する児童を育成
する。 
<自己理解力〉 

・縦わり班活動や
異学年交流を通し
てかかわり合う場
を設定する。 

・自分のよさが認めら
れていると感じる児
童を90％以上にす
る。  (R6 93.4% ) 

・自分のよさが認められている

と感じる児童は 85.9％であっ

た。 

□縦割り班掃除の振り返りの

時間にがんばっていた児童を

褒める活動を行った。 

３ 2 

・なわとび集会や草取り活

動など縦割り班活動を増

やし、互いに協力し合い肯

定的評価をしていく場面

を増やす。 

・自分のよさが認められている
と感じる児童は、80.4％であ
った。 
□掃除の反省などでよいとこ
ろを見つけ認め合っていた。高
学年の良さを教師が進んで取
り上げた。結果の詳細として高
学年の数値は上がり、低学年は
下がっていた。 
◎児童一人一人の思いに気づ
くことができた。 

3 2 3 

・学級経営や授業の
中で児童一人一人
の良さを取り上げ
ていく活動をさら
に進めていく。 

 

見

直

し 

自分の思いや考

えを多様な表現
方法を使って説
明できる児童を

育成する。   
<自己表現力> 

・児童の課題解
決に向けて交流
館、地域や地元
企業と一緒に授
業に取り組む。 
・教科の学びを
生かした様々な
方法で自分の考
えや思いを伝え
合う活動や場を
設定する。 

・「地域とふれ合い学
ぶことができた」児
童を 90％以上にす
る。 
・自分の学びをふり
返り「自分の考えや
思いが表現できた」
児童を 90％以上に
する。(R6 93.4% ) 

・「「地域とふれ合い学ぶことが
できた」児童は 93.0％であっ
た。総合的な学習の時間や交流
清掃などで地域の人と交流す
る機会が増えた。 
・「自分の考えや思いが表現でき
た」児童は85.7％であった。 
□学習課題を地域と共有して体験
学習を計画実施してきた。様々な
場面において、自身の学びを伝え
合ってきた。 

３ ３ 

・学習課題に応じて、柔軟
に地域や地元企業等と連
携した授業や体験活動を
組み込んでいく。 
・自分の考えを説明したり
伝えたりする活動を授業
の中で積極的に取り入れ、
児童が思いを表現できる
場を設定する。 

・「地域とふれ合い学ぶことが
できた」児童は、98.8％であ
った。 
・「自分の考えや思いが表現できた」
児童は、87.8％であった。 
□教科の学びを生かして、自分の考
えや思いを作文に書いたり、新聞に
まとめたりする活動を積極的に取
り入れてきた。 
◎地域の人に自分たちの思いを伝
えるという意識をもち、様々な表現
方法で伝えることができた。 

３ ３ ３ 

・引き続き、学習課題
に応じて地域や地元
企業と連携して学習
をする。 
 
・自分の考えを説明
したり伝えたりす
る活動を授業の中
で積極的に取り入
れ、頑張ったことを
肯定的に評価して
いく。 

５ 教職員が元
気・笑顔で
勤務できる
環境を充実
させる。 

★ 

見

直

し 

教職員がやりが
い・充実感を持
って教育活動を
行う。 

・教職員の気付き
やアイデアを取
り入れ業務改善
に全員で取組む。 

・教材研究を全員
で行う場を設定
して取組む。 

・「自分の仕事にやりが
いがある」教職員を
100％にする。 

(R6 100%) 
・「教科の面白さを実感
している」教職員を
90%以上にする。 

・「自分の仕事にやりがいがあ
る」教職員は 100％であった。 
・「教科の面白さを実感してい
る」教職員は 100%であった。 
□各分掌や担当に任せること
を意識し、授業アイデア等を実
践してきた。 

４ ３ 

・やりがいの質を高めるた
めに、放課後の情報交流を
充実させる。 
・暮会等を利用して、授業
アイデアを相談できる機
会を作り、実践経験談等を
交流していく。 

・「自分の仕事にやりがいがある」
教職員は100であった。 
・「教科の面白さを実感している」
教職員は100％であった。 
□日々のＯＪＴを通して任せてや
り切ることを意識し、研修や行事等
を実践してきた。 
◎ボトムアップや全員参加型の教
材研究等、やりがいに繋がった。 

４ ４ ４ 

・引き続き教職員の
個性を生かした分
掌に努める。 
・業務が平準化する
よう全体のバラン
スを考慮して見直
す。 
 
 

福山市立常金丸小学校 

 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、
問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が
生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変
化、問題が生じた際は、協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し、十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し、望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し、一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り、成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り、成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


